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本校が大切にしている活動が「心のオアシス活動」です。「オ＝大人も子どもも」「ア＝温かい心にな

れる」「シ＝幸せな気持ちになれる」「ス＝素敵な葉書」という願いを込め，「ありがとう」「すごいね」

「ごめんね」「頑張ったよ」の４種類のメッセージカードを用意し，児童，保護者，教師がカードに思い

を書き，児童保健委員が配達する取組です。PTAとも連携して授業参観，運動会，学芸会など学校行事

のとき特設コーナーを設け，積極的な協力を呼び掛けています。保護者から行事の度に「すごいね」カ

ードが５００枚以上集まり，子どもたちの頑張りを認めるメッセージが届けられています。また，昼の

放送で「頑張った」「すごい」の内容を読み，みんなで賞賛するようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 

 

○通信やホームページを通して，学校の取組をお伝えしています。是非，御覧ください。 

○お忙しい中，授業参観や学校行事へ御参加いただき，ありがとうございます。御参加の際は， 

 ハートフル活動への御協力をお願いいたします。児童にとって，大変励みになります。 

○交通指導ボランティアへの御協力，ありがとうございます。 

◎誰に対しても思いやりの心をもち，明るく生活できる子 
◎生活を良くするために前向きに取り組み，最後まで頑張る子 
◎自然や動植物を大切にし，生命を尊重する子 

 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知102２校の取組」など、学校の道徳教育

推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

ハートフル「心のオアシス」活動（心の伝言板） 

縦割り活動 

【活動に協力してくださる 
保護者の方々】 

【ハートフルカード】 

＜子どもたちの声＞ 
 お父さんやお母さんが「頑張ったね。」と褒め
てくれて，うれしかったです。 
＜家庭の声＞ 
面と向かうと恥ずかしいことでもカードには

書けるので，子どもに気持ちを伝えられる良い
機会です。 

【縦割り集会】 【ドッジボールを楽しむ児童】 

＜子どもたちの声＞ 
・私が困ったときに，お兄さんやお姉さ
んが助けてくれて，うれしかったです。 

・低学年の子が喜んでくれる遊びを考え
るのは大変だけど，楽しんでいるとこ
ろを見ると，頑張って良かったと思い
ました。 


